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血液学的観察を行うと共に Hageboom & Schneider 法に従い、骨髄細胞を遠心分画し， 1) Le Page 
& Schneider 法により核及び細胞質液分両の解糖能， 2) Du Bois & Potter 法に従い，核及びミトコン
ドリア分画による ATP の燐酸離脱， 3) Potter & H urlbert 法により核酸燐含量， 4) p32 による細胞








4) 赤穿球髄頼粒球髄共に健前髄に比し核酸燐含量の増加， R/Dの上昇をみ， 核分画で、はR/Dは赤芽球髄
で低ドし，頼粒球髄で上昇した。叉核 RNA-P の細胞 PNA-P に占める比も同様傾向を示した。






7) ラッテ再生肝では経時的に RNA-P 含量並びにR/Dは漸増する。 DNA-P の比放射能は 30 時間で















赤芽球系と頼粒球系細胞の違いを考察してみると核分画のR/D及核 RNA-P の細胞 PNA-P に占める割



























次に赤芽球系と頼粒球系細胞の違いを考察して核分画の PNA-P : DNA-P 比，及び核分画 RNA-P:
細胞 PNA-P 比が，健常髄に較べ，両者共赤芽球髄では低下し，頼粒球系で、は上昇して居り， p32 によ
る DNA-P 及び核 RNA-P の比放射能は赤芽球系では著増し，頼粒球系では軽増するに過ぎないと言う
事実は赤芳球系細胞で、は成熟赤芽球迄旺盛な分裂能を示すのに頼粒球系細胞は分裂能低く，核液の多い大
型の細胞核を持っていると言う形態学的所見とよく一致する。
従来，核小体を有する細胞は旺盛な分裂能を示すとなされてきたが，核小体の多い頼粒球系細胞核に
PNA-P 含量多く，比放射能の比較的低い事から，核小体は必ずしも分裂能の示標とはならないと結論し
ている。
以上著者は，骨髄に於ける従来の形態学的所見を，細胞化学の面より検討し，赤白血球系核の核酸代謝
の差異を述べ，核小体の解釈に対し，新知見を加えたものと考える。
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